別記様式第７号（第15第１項関係）

平成29年度農山漁村振興交付金実績報告書
平成30年４月２日　

                            　  　                                                

　東　北　農　政　局　長　　殿

　　
                                             住　　　　所　宮城県石巻市雄勝町大須字大須223-2
                                     　      団　 体 　名　雄勝町渚泊推進協議会
                                  　　　　　代表者役職　　　会長　阿部　久良 　　印 

　　平成29年８月23日付け29北振第708号-1をもって交付金の交付決定通知のあった事業について、交付決定通知の内容に従い実施したので、農山漁村振興交付金交付要綱第15第１項の規定により、その実績を報告する。

　　また、併せて精算額として農山漁村振興交付金　　　　　円の交付を請求する。

                                              記

１　事業の目的
国内消費者の訪問及び来日外国人の来訪を通じた交流人口拡大による経済の活性化、新たな産業・雇用の創出による人口問題の解消、漁業従事者の所得の拡大、更には、石巻市における『コミュニケーションツーリズム』の拠点化を目的としています。
２　事業の内容
　　別紙のとおり

３　経費の配分及び負担区分
	区　　　　　分


	事業に要する経費

	負担区分
	備　考



	
	
	国庫交付金
	都道府県費
	市町村費
	その他
	

	農山漁村振興交付金対策


	円

(6,000,000)

5,951,463
      
	円

(6,000,000)

5,856,997

	円

(－)
－　

	円

(－) 
－ 
　
	円

（－）
55,446 

	該当なし

	合　　　　　計
	 (6,000,000)

5,951,463
	(6,000,000)

5,856,997
	 （－）

(－)
	 (－)(－)
	(－) 
55,446
	

	
	
	
	
	
	
	


（注）備考欄には仕入れに係る消費税等相当額について、これを減額した場合には「減額した金額」を、同税額がない場合は「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記入すること。

４　事業の完了年月日　　　平成30年３月31日
５　収支精算
（１）収入の部

	区　　　　　分


	本年度

精算額


	本年度

予算額


	比 較 増 減
	備　考



	
	
	
	増
	減
	

	１　国庫交付金

２　そ　の　他
	円

5,856,997 

55,446 
　 
	円

6,000,000 
－ 
	円

－ 
16,426 
	円

143,003 
－ 
	

	合　　　　　計


	5,951,463 

	6,000,000

	16,426 

	143,003 

	

	
	
	
	
	
	


（２）支出の部                                                                                 

	区　　　　　分


	本年度

精算額


	本年度

予算額


	比 較 増 減
	備　考



	
	
	
	増
	減
	

	農泊対策

	円

5,895,403　

	円

 8,039,000　
  
	円

－
－
	円

143,597

	

	合　　　計

	5,895,403  
	8,039,000  
	－
	143,597
	


　（注）区分の欄は、別表の区分の欄の事業名を記載する。

６　添付書類
収支決算書、帳簿の写し
別　紙

事業の内容

	事　　　　項
	内　　　容
	備　　　考

	１．検討会
	（１）全体スケジュール検討会議の開催　１回　（8/18）
	石巻市内で実施

	
	（２）中間進捗検討会の開催　２回（11/17～18、12/26～27）
	石巻市内で実施

	
	（３）地域意見集約・説明会参加の実施　１回
	石巻市内で実施

	
	（４）WEB 食のプロジェクト検討会　１回（2/10～11）
	石巻市内で実施

	
	（５）モニターツアー検討会　１回（2/24～25）
	石巻市内で実施

	２．調査業務

	（１）受入地調査の実施　１回
	

	
	（２）国内消費者調査　１回
	

	
	（３）モニターツアー調査　１回
	

	
	（４）マスタープラン策定　１回
	

	３．商品開発

	地元有志による雄勝町の食材を使った新メニュー商品開発に関する打ち合わせ　7回
	雄勝町内で実施

	
	地元有志による雄勝町の自然を活用した新しいレジャー開発に関する打ち合わせ　7回
	雄勝町内で実施

	
	先進地調査（岩手県田野畑村・沖縄県石垣市）
	

	４．受入環境整備

	（１）民泊セミナー勉強会の実施（3/4）
	石巻市内で実施

	
	（２）民泊セミナープラン構築
	

	５．プロモーション

	（１）古民家改修プロジェクト動画撮影
	石巻市内で実施

	
	（２）雄勝町をドローンで空撮
	石巻市内で実施

	事務局
	（１）融資実行に関する打ち合わせ　4回
	石巻市内

	
	（２）体制強化に関する打ち合わせ　９回
	面前と電話

	
	（３）都市漁村交流推進協議会主催　１回
	磯脇出席（７月）

	
	（４）DATEFM出演　２回
	会長出席


当協議会は、平成29年度に農山漁村振興交付金を受けて以下の通り農泊事業を行った。
1. 当協議会の概要
雄勝町渚泊推進協議会
代表者　阿部久良
事務局　一般社団法人Calm Style
構成員となる個人及び団体
石巻市

宮城県漁業協同組合雄勝町東部支所

石巻市雄勝町大須地区自治会

石巻市雄勝町荒浜地区自治会

一般社団法人Calm Style
一般社団法人石巻市観光協会

一般社団法人復興支援士業ネットワーク

協力団体

株式会社JTBコーポレートセールス

一般社団法人石巻圏観光推進機構

エフ･カンパニー株式会社

(順不同)

役員
会長兼プロジェクトリーダー　阿部久良
理事　佐藤重兵衛
理事　事務局長　磯脇賢二

監事　高橋清
2. 調査報告
事業を開始するに当たり、現状を調査しなければならない。国内消費者調査、特に国内の国内旅行消費傾向や、東日本大震災から7年経過した、今の石巻市を取り巻く概況、さらには実施地である石巻市雄勝町をどれだけの方が知っているのか、について調査をする必要があった。そこで復興庁の「心の復興」事業以降、懇意にしている株式会社JTBコーポレートセールス及び、エフ･カンパニー株式会社に調査を依頼した。

（1） 国内消費者調査
同社の報告によれば、①スマートフォンやタブレット端末の普及やFacebook、Twitterに代表されるSNSなどの、インターネットの活用促進といった、近年の情報通信技術の急速な発展に伴い、観光分野においても様々な変化が見られること。②これまでは旅行会社が主催する団体旅行や宿泊と交通手段をセットにした「旅行会社主導」の商品を選んで旅行する、パッケージツアーが主流であった。しかし、2010年代以降のインターネット・ＳＮＳの急速な発展により、消費者が自分の好みの情報を自ら取りに行く個人で直接移動手段や宿泊先を手配するスタイルが主流となっていること。③東日本大震災が発生した平成23年度の石巻市への年間観光客入込数は45,414人まで大きく減少した。震災後、徐々に入込数は増加し平成28年度には年間観光客入込数は244,664人まで回復傾向にある。しかし、震災前年の平成22年度との比較では78.6％、またピーク時であった平成19年度との比較では64.4％と、未だ震災前の状況には至っていないのが現状であることが判明した。さらに、石巻市の月別観光客入込数を見ると、最も多い月は8月となり、夏季シーズンおよび3月の春が来訪者の需要月であることが判明した。一方、宮城県全域での季節別観光客入込数は、冬季シーズンが最も多く、夏季シーズンが最も少ない傾向にあり、比較すると石巻市のロケーション等の地域特性によるものと推察できる。
（2） 現地受入調査
インターネットで雄勝町をどれだけの方が知っているかを知ることも重要である。しかし、自分の町について町民がどれだけ意識を持っているのかを知ることも非常に重要である。そこで、雄勝町の住民及び民泊や観光関係者等に個別インタビューを実施し、現状と方向性の把握を行うことにより、今後の計画策定の参考とさせていただいた。
	質問
	回答

	雄勝町の「将来」に対する意見
	・ボランティア活動を通して、雄勝に来訪する仕組みづくり
　⇒受入体制が必要
・漁師の後継者を町外から受け入れる仕組み
・「食」で押していきたい。
　⇒宿泊施設が必要（施設数が少ない）
・海・山・自然
　⇒若い人が来る町ではなく、50歳以上の年配の方々が、ゆっくり滞在できる町　　（公園を作ったり、山菜の収穫体験等）

	雄勝町の「魅力」に対する意見
	八景島・滝・夕日（島には入れない）
・硯（来訪者：書道家･高齢者が主）
・年3回実施の祭り（ウニ、ホタテ、灯篭）

・自給自足による人間的な生活ができること。
・星が綺麗、バードウォッチング
・人や歴史
　⇒漁師から雄勝の食を提供して食べていただく。
　⇒そのためには「民泊」は必要
・「荒のビーチの冬の夜空」→星が非常に綺麗
・ドンコ→汁ものではなく、塩焼・キモアエ

	本事業の取組に関するアイデア課題
	・大須保育園で仏花を育てる計画（眺望が良いため）
　⇒墓に供養する仏花が少ない
　⇒ボランティアニーズの発生→交流人口増加
　⇒ローズガーデンと「花」で結ぶ
・カヤックや様々なアクティビティを提供するためには、「ガイド」が必要。
　⇒山や海に自由に入れなかったり、何がどこにあるのかわからない。
・夏の海水浴シーズンウニ等のBBQ

　⇒利用者は手ぶらで来ていただき、機材・食材を現地提供
・アクセス（道路）の整備
・復興計画を開示されていないため、数年後の雄勝がイメージ
　できない。
　⇒集落(浜）単位であるため他地域への興味が希薄


（3） 先進地現地視察等調査
東日本大震災により、多くの家屋が津波に流された石巻市雄勝町。島根県海士町、長崎県小値賀島、岩手県山田町など、農泊や漁村の民泊事業である「渚伯」の先進地が、どうなっているか調査する必要がある。当初は、小値賀島を訪問しようと考察したが、体制が構築されていないなどの理由で、さっぱ船クルージングで有名な田野畑村を訪問することとなった。視察結果は以下のとおりである。
	視察プログラム名
	田野畑さっぱ船クルーズ

	
	
	

	視察プログラム内容
	・ターゲット

・体験内容

・所要時間

・申し込み方法

・金額

・プロモーション方法


	・さっぱ船に乗り、田野畑村の断崖や奇岩岩穴を60分かけて巡るクルージング。

・2名から1人3,500円要予約

・役場、観光案内所、たのはたネットワークから申し込み可能

	
	
	

	視察項目
	視察視点
	ヒアリング内容/雄勝活用要素

	ターゲット
	メインターゲットは？
	北山崎周辺の観光客や、隣接する地域へ訪れた観光客がメイン。年齢層は幅広い。

	魅力要因
	プログラム内で、特に好評なところは？
オリジナリティ（独自性）は？
	断崖や奇岩岩穴などの景観や、まるで遊園地のアトラクションに乗っているかのような
スリルも魅力。

	シーズナリティ
	需要期、閑散期は何月か？
季節によってのターゲットは異なるか？
	春先から秋ごろがメイン。冬場はカメラ好きのコアなファンが多い。

	オペレーション
	受入から体験までのフローで、留意するポイントや運営上、どのようなことに工夫されているか？
	乗船するまで、番屋を見学したり、塩づくり体験なども出来る。また、同じ場所でダイビングも楽しむことが出来る。

	プロモーション
	集客は、どのようにしているか？
	現在は、リピーターが人を連れて来るパターンが多い。基本的には行政や観光案内所、HPから情報を得た人が訪れるようだ。

	法的整備
	プログラム提供に際して、必要となる許可・申請等
	遊漁船許可

	立ち上げ時の留意点
	プログラム提供開始時、準備すべきことや、留意したポイント
	地域住民（主に漁業者）の理解を得る。
乗船費用のほとんどが船頭さんに支払われている。
船頭の確保（普段の仕事に差し支えないように漁業タイプの違う漁師を確保）

	現時点での課題
	サービス提供から数年が経過することにより、新たに発生する課題は？また、その課題に対しする対応策は？
	あまちゃんブームの頃は年間6千人以上の集客があったようだが、現在は2千人程度。
それでも、比較的安定的に集客はあるとのこと。

	連携状況
	他のコンテンツや組織との連携状況。
またその連携効果は？
今後の連携予定？
	自治会や行政、観光協会と連携。


	視察プログラム名
	シーカヤック

	
	
	

	視察プログラム内容
	・行程
・ターゲット
・体験内容
・所要時間
・申し込み方法
・金額
・プロモーション方法
	・1日コース９：００～１４：００（7,000円）　
　半日コース　午前または午後の約３時間程（5,000円）
・特に定まってはいないようだが、イベント時には約２００人位が参加するとのこと。
・HPからの申し込み

	
	
	

	視察項目
	視察視点
	ヒアリング内容/雄勝活用要素

	ターゲット
	メインターゲットは？
	宮古や釜石周辺に来た観光客。
海産物目当ての観光客。

	魅力要因
	プログラム内で、特に好評なところは？オリジナリティ（独自性）は？
	・景観的には山田湾に浮かぶオランダ島に行き、カヤックを楽しむ。
・牡蠣の養殖棚をカヤックで巡り、漁師の作業を見てもらうことで、　牡蠣の購買意欲を掻き立てる。

	シーズナリティ
	需要期、閑散期は何月か？
季節によってのターゲットは異なるか？
	5月から１０月がメイン

	オペレーション
	受入から体験までのフローで、留意するポイントや運営上、どのようなことに工夫されているか？
	　

	プロモーション
	集客は、どのようにしているか？
	HPがメイン

	法的整備
	プログラム提供に際して、必要となる許可・申請等
	・jscaに加盟することで、インストラクター資格はもちろん、万が一の保険加入も大事。

	立ち上げ時の留意点
	プログラム提供開始時、準備すべきことや、留意したポイント
	・漁師さんとの連携、理解。

	現時点での課題
	サービス提供から数年が経過することにより、新たに発生する課題は？また、その課題に対しする対応策は？
	・現在は、２名で運営しているので、需要が重なると対応が大変。

	連携状況
	他のコンテンツや組織との連携状況。
またその連携効果は？
今後の連携予定？
	　


　　（４）調査結果から事業方向性の明確化
株式会社JTBコーポレートセールス及び、エフ･カンパニー株式会社がインターネットによる雄勝町来訪意向調査の実施結果を見ると、以下のことが判明した

1 調査対象者の中で三陸沿岸地域の来訪頻度は「数年に1回以下」「年に1回」が9割以上となり、来訪頻度が非常に低い傾向にあります。また、三陸沿岸地域への来訪目的は、「自然に触れること」「地域の名物料理や地酒を楽しむこと」「癒し・リラックスできること」が上位を占めている。

2 民泊利用意向に関しては、「民泊を利用したくない」の回答が多い中、民泊宿泊経験がある人は10.4％、また宿泊してみたいとの回答する民泊宿泊意向がある人も21.4％存在する。その他、「民泊のことがわからない」と回答も10.7％あり、今後の民泊自体のサービス理解によって宿泊意向を高めることも可能となると考えられます。

3 雄勝町の来訪率は14.1％、また雄勝町の認知度は低く、雄勝町を知らない人は全体の66.5％との結果になりました。また、雄勝町を認知している人を対象に雄勝町内の観光資源に関しての知名度を調査した結果、最も多かった資源は「雄勝の海の幸」であり、続いて「雄勝硯石」「八景島」となった。

3. 商品開発
（1） 体験プログラム開発
雄勝町を知ってもらうにはモニターツアーは欠かせない。漁業と観光の融合は欠かせない。今回、３回実施をした。参加者からの感想を抜粋する。
· この時期にここでしか食べることができないようなものとそれにかかわる体験を、もっといろいろアピールできればいいと思う。
· 雄勝石
　雄勝石の特徴・性質・効用を生かしたもの。本当にそうか知らないが、アイデアのみ記します。
　１）自作雄勝石アクセサリ…2ｋｇ500円の雄勝石に穴だけ開けておき、磨きや絵付けを自分で行う。
　２）健康効果…雄勝石の属する粘板岩は鉄分を含むそうなので、貧血対策としての調理器具類。
　
· サッパ船での海案内
　以前、宮古ではサッパ船での観光をやっていたので、灯台周りの海側からの雄勝の案内。
· モノよりコト、共創体験を。古民家再生プロジェクトは単発での取り組みでは厳しいと考える。手作り古民家別荘として個人　および団体会員を募り、DIY権と利用権を付与する、ような取り組みはどうか。会員には、改装の様子や利用情報が届けられると常に見守っていられるし、次への参加意欲につながる。
· 映画やドラマのロケ地にするための誘致活動や市や町を挙げてのＰＲが必要ではないか。民間のボランティア程度では、なかなか解決の道の模索は難しく、自治体とのコラボが必要。
· 気仙沼などでは居酒屋などがあり、地方から来ても現地の人達と話しが出来る所がありました。雄勝町にも宿の近くにあれば良いと思いました。東北では海の幸が、どこでも美味しいので、雄勝独自の加工物があれば良いと思いま。また、海の幸と海でのレジャーの複合体験。
· きれいに整備された、森林は価値があると思います。近年、トレイルランは都市部では登山客との軋轢もあって開催が難しくなってきており、林道等を少し手入れすると、人を呼べる場所にな　るのではないかと思います。私はバスが苦手で、今回も半ば気持ちが悪くなってしまったのですが、凹凸のある道、不整地、坂道等は、ちょっと違った視点では、スポーツ活動にはとても良い環境だと思います。女川の整ったスポーツ施設と、雄勝の自然相手の環境の組み合わせは、これからの高齢者や、青少年のスポーツ活動に好ましい場所ではないかと思います。（青少年の家などあると良いですね）
· 生した古民家が不便なところにあるのであればお金がない芸術家に提供して創作活動してもらい　作品を寄贈してもらうのはどうでしょうか？硯が名産ならば、書道家なども。古民家を民宿・宿泊施設にするのであれば、ある程度交通の便が良い場所、お店がある場所でなければ、お客は選択しないと思います。

（2） 新たな「食」コンテンツ開発
雄勝町は、海の幸は豊かであるが、これといった特徴ある食べ物がない。そこでホタテ石焼ラーメンを考案した。雄勝石をまぶした器に、ホタテをベースにしたラーメンを開発中である。ホタテラーメンは一度ヒットするとなかなかいい売り上げが継続する。また、宮城県はおいしいものはたくさんあるが、麺類でおいしいといったものが見当たらない。新しく売り出すチャンスであると考察する。地元の人、雄勝町に来られる方の意見を聞きながら開発したい。

4. プロモーション
（1） DIYプロジェクト
本事業の中核である民泊を古民家の改修と連動させて展開していくコンセプトを検証･評価するため、参加モニターに事業の取組を説明し意見をお聞きする場を設け、今後の事業展開の参考とさせていただきました。

（2） 動画/WEBサイト制作
DIYプロジェクトの模様と雄勝町全体を空撮したものをベースに、動画を作成し今後のPRとする。

5. 受入環境の構築
（1） 民泊整備
雄勝町で民泊をやるために講師に雄勝町にお越しいただき講演をしていただいた。
6. 各種調査結果から、次年度以降の事業展開のポイント
各種調査結果から、雄勝町の認知は低く町外の方々には未だ雄勝の魅力を訴求できていない現状にあります。また、三陸沿岸地域への来訪目的は、景観を楽しむ、食、癒し等が主となり地域の人々との交流も来訪目的として多くある。

　民泊の利用意向が高い人の傾向は、宿泊料金が安価であることが利用理由ではある中、地域の新鮮な食や、地元の人の交流を利用目的に挙げる人も少なくない。

　今後の渚泊事業としての展開のポイントは、雄勝への来訪意向が高い方のクラスタが2タイプ存在することです。①従来の民泊（漁泊）利用　②地域交流を目的とした利用　の２つのターゲットに対し提供するコンテンツやプロモーション手法を考慮し事業展開を行うことが重要となります。また、事業として今後目指すべき方向性やコンセプトを明確にし、来訪する方々への満足度を高め、リピータや関係人口の拡大を図ることが重要である。

（注）１　記の記載様式は、別記様式第１号に準ずるものとする。

　

２　添付書類については、支払経費ごとの内訳を記載した資料、帳簿等の写し又は交付金調書の写し及び領収書等の写しを添付し、経費以外のものは、交付金交付申請書又は変更承認申請書に添付したもののうち、変更があったものに限り添付すること。（経費以外のものについては、申請時以降変更のない場合は省略できる。）

　また、処分の制限を受ける財産の取得の有無によらず、別記様式第９号の財産管理台帳を添付することとし、処分の制限を受ける財産の取得がなかった場合は、同様式に財産の取得がなかったことを記載し添付すること。
